
円（消費税抜き）

円（消費税抜き）

(100/予定価格×1億)

１　工事名称　　九州工業大学（飯塚）総合研究棟空調設備改修Ⅳ期工事 執行者 施設課長　　楠木　康弘

２　発注機関　　国立大学法人九州工業大学 立会者 管理係長　　吉郷　剛

３　入札日時　　令和6年8月21日　10時00分

単位：円（消費税抜き）

業　者　名
標準点＋
加 算 点

第１回＿
入札価格

第２回＿
入札価格 評価値

評価値≧＿
基準評価値 総合順位

第１回＿
見積価格 評価値

評価値≧＿
基準評価値 総合順位 摘　　要

(A) (B) (B') (A)/(B)×1億 (B') (A)/(B')×1億

日田建工（株） 116.0 15,500,000 - 748.3871 ○ ① - - - -
低入札調査の結果落
札

（株）永和ビル
テック

118.0 17,400,000 - 678.1609 ○ ② - - - -

三和産業（株） 118.0 - - - - - - - - - 入札辞退

入 札 調 書 （ 総 合 評 価 落 札 方 式 : 実 績 評 価 型 ）

　予定価格 20,780,000

　最低基準価格 19,031,853

　基準評価値 481.2320



総合評価落札方式における加算点の評価結果表

１　工事名称　　九州工業大学（飯塚）総合研究棟空調設備改修Ⅳ期工事

２　総合評価落札方式（実績評価型）

加算点計

法令遵守（ｺ
ﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ）

地域精通度
ワーク・ライ
フ・バランス
等の推進

賃上げの実
施を表明し
た企業等

同種工事の
施工実績

工事成績
同種工事の
施工経験

工事成績
事故及び不
誠実な行為

地理的条件
（近隣地域
内での施工

実績）

ワーク・ライ
フ・バランス
等の取組に
関する認定

状況

賃上げ実施
の従業員へ
の表明状況

評価のｳｴｲﾄ 6 6 6 6 0 2 2 2 30

日田建工株式会社 6 0 6 0 0 2 2 0 16

株式会社永和ビルテック 6 2 6 2 0 2 0 0 18

三和産業株式会社 6 4 6 0 0 2 0 0 18

業　者　名

①企業の技術力

企業の施工能力 配置予定技術者の能力

評価項目

②企業の信頼性・社会性



工事名称：九州工業大学（飯塚）総合研究棟空調設備改修Ⅳ期工事

　　（福岡県北九州市小倉南区大字新道寺字梅ノ木９３６）

項目

1 その価格により入札した理由

2
契約対象工事附近における手持
工事の状況

3
契約対象工事に関連する手持工
事の状況

4
契約対象工事箇所と入札者の事
業所、倉庫等の関連（地理的条
件）

5 手持資材の状況

6
資材購入先及び購入先と入札者
との関係

7 手持機械数の状況

8 労務者の具体的供給見通し

9
過去に施工した公共工事名及び
発注者（過去１０年間）

10
１から９までの事情聴取した結
果についての調査検討

11
９のうち文部科学省関係工事の
成績の状況

12 経営状況

①建設業法違反の有無 無

②賃金不払いの状況 無

③下請代金の支払い遅延状況 無

④その他 無

14 その他の必要な事項

13 信用状態

空調設備改修工事における現場での労働者確保はできている。

九州工業大学（若松）研究実験棟空調設備改修工事：九州工業大
学、北九州市立大学厚生会館２階設備改修工事：北九州市立大学、
小倉東高校第２期体育館内部改造機械設備工事：福岡県　他

なし

特に問題は見受けられない。

平均75点（工事成績2件）

＜公開しないこととする。＞

該当なし

本社～工事箇所　約35㎞（約43分）

該当なし

協力会社との取引年数20年以上

建設機器等がある。

低入札価格調査の実施概要

調査を実施した業者名および住所：日田建工株式会社

内容

・本工事に関しまして、社内で繰り返し下記の通り検討を行い、品
質・安全性・施工性を損なうことなくコスト削減につながると判断
し応札に至りました。
・空調工事の資材購入予定業者は長年取引実績があり、安価調達が
可能です。
・空調工事、保温工事の施工業者も長年取引実績があり、安価調達
が可能な上、本工事と同種・同類の公共工事においても、何度も施
工実績があるため、作業効率の向上及びコスト削減が可能です。
・本工事の配置予定技術者は、本工事と同種・同類の公共工事の施
工実績が多数あり、施工内容・工程管理等を熟知しているため、作
業効率の向上及びコスト削減が可能です。
・昨年度受注した同種工事、九州工業大学（若松）研究実験棟空調
設備改修工事においても工事に携わった、信頼と実績のある下請業
者との打ち合わせを重ね実行予算組みを行った結果、当該価格で、
利益を確保しつつ良質な施工が可能だと判断しました。

該当なし


